
 

 

 

 

 

 

 

  ＭＴＥＸによるＺｎＣｕＴｉ．ＵＸＤの解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２０年１２月１３日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 ＭＴＥＸのＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅＤａｔａとしてＺｎＣｕＴｉが付属している。 

  

 ２θ角度は 

    

 Znをベースにした合金と近い Zrを参考に 

   

 {100},{002}から格子定数を求めると 

   

   後で、格子定数の問題でエラー発生するが回避 

 

 このデータを以下の手順でＭＴＥＸで解析を行う 

 

 



２．解析手順 

 ｄｅｆｏｃｕｓファイルをＵＸＤ－＞ＡＳＣ変換 

 ＡＳＣｄｅｆｏｃｕｓからｄｅｆｏｃｕｓプロファイル作成 

 配向ＵＸＤをＡＳＣ変換 

 配向ＡＳＣデータの極点処理（ｄｅｆｏｃｕｓ、規格化） 

 ＭＴＥＸ入力データ作成 

 ＭＴＥＸで解析 

 再計算極点図をＥｘｐｏｒｔしＲｐ％を計算 

 ＯＤＦの解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ｄｅｆｏｃｕｓファイルをＵＸＤ－＞ＡＳＣ変換 

 ＵＸＤのＡＳＣ変換は、ＵｘｄｔｏＡｓｃソフトウエアで行うが、従来の変換では 

 １つのファイルに複数の極点図で構成されていたが、今回は複数のファイルに対応するため変更 

  

 結果 

  

  

 

 

 



４．ＡＳＣｄｅｆｏｃｕｓからｄｅｆｏｃｕｓプロファイル作成 

 ＡＳＣファイルの処理はＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅソフトウエアで行う 

 

 

  

  

バックグランドは測定されていない。 



４．１ ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ処理でＡＳＣからＴＸＴ２に変換される 

 

 

４．２ ＴＸＴ２からｄｅｆｏｃｕｓプロファイル作成 

 

複数選択を開くとプロファイルファイルが登録されます。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 プロファイルを多項式で近似しています。（極点図の中心は９０度） 

 例えば、｛００２｝ｄｅｆｏｃｕｓは、下記右プロファイルの逆数（左）で補正を行います。 

 



５．配向ＸＲＤをＡＳＣ変換 

 ｄｅｆｏｃｕｓ処理と同一の処理を行うため、ｄｅｆｏｃｕｓのｗｏｒｋエリアホルダ改名して行う 

  

  

  

 

 

 



６．配向ＡＳＣデータの極点処理（ｄｅｆｏｃｕｓ、規格化） 

 ｄｅｆｏｃｕｓプロファイルのホルダが変更されているため、再選択を行う 

 配向極点図（ASC）を選択 

 

 

 Ｃａｌｃでｄｅｆｏｃｕｓ補正＋規格化が行われます。 

 

 ＿ｃｈＤＳは defocus＋規格化 



７．ＭＴＥＸ入力データ作成 

  

  

 で ZnCuTを選択で、指数の確認を行う。 

 で 選択 

 で 

  

 



８．ＭＴＥＸで解析 

 ホルダ選択 

 

 

Titaniumの格子定数を変更 

 再計算極点図をＥｘｐｏｒｔしＲｐ％を計算 



  

  

  

 格子定数が少しずれているため、エラー発生するも、ｍファイルを作成し修正 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 に修正 

 

 

 

ＰＦをＥｘｐｏｒｔ 

 

 

 

 

 

 



９．再計算極点図をＥｘｐｏｒｔしＲｐ％を計算 

 

 

 

バックグランド削除していないためか、良好な Rp％が得られる。 

 



１０．ＯＤＦの解析 

１０．１ Ｔｒｉｃｌｉｎｃｉ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

 

 

 

 

 



１０．２ 方位解析 

 


